
SEASON 春  

テーマ：  
さくら舞う、旅立ちと出会いの春がきました。 

今回のテーマは、「さくら」です。 皆さんは、さくらの花にどんな思い出がありますか？ 

『さくら』  西加奈子/著 小学館 

両親、三兄弟の家族に、見つけてきた時の尻尾に桜の花びらをつけていたことから「サクラ」と名付けられ

た犬が一匹。どこにでもいそうな家族に、大きな出来事が起こります。そして一家の愛犬・サクラが倒れた・・・。

2020年初夏に映画化されます！ 

『桜の木の見える場所』  パオラ・ペレッティ/作  関口英子/訳 小学館 

少しずつ視力が失われる難病と診断されたマファルダ。70 メートルから始まり、少しずつ見えなくなっていく

桜の木のエピソードはとても切ないです。しかし彼女は、やっておきたいことリストを作り、準備を始めます。著

者自身の体験にもとづいた、少しずつ見えなくなる恐怖と闘う少女の勇気を描いた物語です。  

『サクラ咲く』  辻村深月/著 光文社 

中学生のマチは、図書室で本の中に「サクラチル」と書かれた紙を見つけました。一体誰が書いたのでしょ

うか。やがて顔の見えない相手との交流が始まります。最後の「サクラサク」と書かれた手紙の意味は・・・。 

表題作にリンクした 2編の短編も収録されています。 

『美味しい櫻 食べる桜・見る桜・知る桜』  平出眞/編著 旭屋出版 

桜スイーツの仕掛人が、全国の桜レシピを紹介。桜の名所や名桜、桜が描かれた芸術作品や桜の植物と

しての知識も掲載しています。鮮やかな桜の写真を眺めると楽しい気分になれます。 

 

文学作品と現代イラストがコラボレーション！ 

文豪の作品を読んでみませんか？ 

乙女の本棚シリーズ（立東舎）から２冊紹介します。 

『葉桜と魔笛』  太宰治/著   紗久楽さわ/絵 

姉の妹への想い。若くして病死した妹に届いていた手紙の真相と、あの夜聞こえた口笛の音は、 

今も謎のまま・・・。 

『桜の森の満開の下』  坂口安吾/著  しきみ/絵 

鈴鹿峠に住む山賊は、新しい女房をさらってきた。だが彼女は山賊のことを恐れることなく、 

そればかりか・・・。 読み終わった後には、美しい夜桜も恐ろしく感じるかもしれません。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

今年度は清水桜が丘高等学校・清水東高等学校・静岡女子高等 

学校・静岡商業高等学校の４校に行ってきました！ 

 どの学校でもたくさんの生徒の皆さんに温かく迎えられまして 

静岡市立図書館のＹＡ担当一同、力いっぱいブックトークをして 

きましたよ！  

？そもそも「ブックトーク」とは？ 

 ブックトークとは一つのテーマを立てて、そのテーマに沿った 

本を何冊か、複数の人々に紹介することです。 

 本の内容を教えるというより、その本を読みたくなるような 

気持ちにさせるのがブックトークの醍醐味。普段読んでいない人も、 

いつも読んでいる人も、自分なら読まないような本でも「おもしろそう！読んでみたい！！」と思って

くれたなら大成功なのです！ 

テーマは「ドキドキ」！ こんな本を紹介しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的な挙手にドキドキ！ 距離が近くてドキドキ！ 

Thank 

you！ 

～高校訪問！ブックトーク！！～ 

『南から来た男』(金原瑞人/編訳 岩波書店) 

 ホラー短編集。読んでるだけで緊張感に飲まれる 

『恋ってなに?』(大野正人/作 汐文社) 

 恋とはどんなものか。ひとつ答えをくれる一冊。 

『ちがうねん』 

(ジョン・クラッセン/作 クレヨンハウス) 

 むしろ大人だからぞっとする。そんな絵本。 

その他色々！ 

『ヒイラギ荘の小さな恋』 

(チャールズ・ディケンズ/作 理論社) 

 全てのドキドキが詰まった短編集。 

『絵でわかる!脳っておもしろい 2』 

(川島隆太/監修 岩崎書店) 

 そもそもなんでドキドキしちゃうかわかるかも。 

『とうふこぞう』(京極夏彦/作 岩崎書店) 

 妖怪って出たらこわい。でもこの妖怪は…… 

みんなの感想を少しだけ紹介します！ 

色々な本を読んでみたいと思いました。めっちゃ怖い絵本をみてみたい。 

自分の好きな本しか読んでなかったので、紹介していただいて他のジャンルも読みたくなりました。 

 テーマ 

ドキドキ 

名もなきパンダもお供したぞ！ 



 

 

 

 

  

               「アトリと五人の王」       
            菅野 雪虫/著   中央公論新社 

                 今回の執筆者：齋藤まき子さん(静岡市立籠上中学校) 

 

 

 

 女の子が幸せになるために必要なのは「知識」と「常識」と「愛情」。それは波乱に満ちた少女の人生を支

えます。この物語は生涯で５回も結婚することになったお姫様のお話です。辺境の国の姫君アトリは九歳にし

て、最初の夫、「月王」のもとへ嫁ぎます。アトリは王家の娘として生まれながらも、生母を幼い時に亡くし、

義母にも虐げられて育ちます。 

 その結果、自分の将来への期待を失っていたのです。しかし、月王とその侍女サヤと従者エンジから、教育

と愛情を与えられ「生きる力」を回復します。 

 ところが、その結婚はたった半年で終わり、アトリは抗えない命令や偶然、運命の出会いによって、その後

４人の夫に嫁ぐこととなるのです。五人の王の妃となり、悩み、苦しみ、別れを繰り返すたびに、少女は強く、

賢く成長していきます。アトリの学ぶ姿勢、誠実に生きる姿が、人々に希望と勇気を与えます。前向きな気持

ちになりたい人におすすめの一冊です。 
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タイトル 著者 等 出版社  

泣いたあとは、 

新しい靴をはこう。 
日本ペンクラブ/編 ポプラ社 

十代の悩みに、言葉のプロである作家たち

が本気で向き合います。 

ビーカーくんと 

すごい先輩たち 

うえたに夫婦/著岡

本拓司/監修 
誠文堂新光社 

科学の発展を支えてきた様々な実験器具

をイラストとともに分かりやすく紹介! 

どこからが病気なの？ 市原真/著  筑摩書房 
Twitter では｢病理医ヤンデル｣と名乗るち

ょっとヘンな病理医さんのマジメな話。 

いのちを救う災害時医療 森村尚登/著 河出書房新社 
災害が増えています。その時、どうやって

いのちを救うことができるでしょう? 

英語、苦手かも…？と 

思ったときに読む本 
デイビッド・セイン/著 河出書房新社 

英語は教科ではなく｢ことば｣であり、自分

の考えを伝える魔法の道具です。 

恋って何ですか？  
２７人がすすめる恋と愛の本 

河出書房新社/編 
蒼井ブルー/[ほか]著 

河出書房新社 
小説家、俳優、アーティストなど 27人が、

｢恋と愛｣の本を紹介しています。きっとあ

なたの力になる 1冊が見つかりますよ。 

月夜とめがね 
小川未明/著 

げみ/絵 
立東舎 
リットーミュージック 

月の綺麗な夜、おばあさんの家を訪ねてき

た二人。その要件は……? 

天邪鬼な皇子と唐の黒猫 渡辺仙州/作 ポプラ社 
猫なんか好きじゃないツンデレ皇子が天皇か

ら預かったのは、人語を解す猫だった! 

地獄の楽しみ方 京極夏彦/著 講談社 
小説家 京極夏彦の特別授業｢たたかわな

いために－語彙と思考｣より。必読。 

なんだろうなんだろう ヨシタケシンスケ/著 光村図書出版 
いろんなことが気になって気になって仕

方がない!あなたはどう考える? 

(11/27～2/22 入荷分) 

『禁断師弟でブレイクスルー  

～勇者の息子が魔王の弟子で何が悪い～』 
アニッキーブラッザー/著 

竜徹/イラストレーター  

アース･スターエンターテイメント 
 
 

 
大魔王を倒した勇者の息子と大魔王の
幽霊が師弟！？ 
｢さすがは勇者の息子｣｢父親に比べれば
未熟｣と周囲から聞こえる声は同じ。そ
んな日々に苛立つ息子アースは、勇者の
剣が収められた部屋で、倒されたはずの
大魔王の幽霊と出会う。 

 一番身近な人ほど、理解してくれない 
主人公の葛藤と、それを大魔王と一緒に
打破していく物語。来たる人生最悪の日。 

アースの両親、初恋の人、幼馴染の姫、天才の同期たち、 
そして世界が震える。世界を目指すアースの人生はどう
なるのか。続きが気になります。 


